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はじめにはじめにはじめにはじめに 
風力タービン翼を積載する船舶が増加した結果、ガードでは最近、甲板および倉

内に積み付けられたタービン翼への損傷の申立てを扱うケースが増加していま

す。損傷が発生する主な理由として、ストッパーの溶接が不十分であること、翼

の取扱いや積み付け方法が不適切であることが挙げられます。今回の損害防止サ

ーキュラーは、タービン翼の取り扱いに係るリスク情報の提供と、同リスクに対

する注意喚起を目的としています。 
 
損傷損傷損傷損傷のののの原因原因原因原因 
1. 溶接 
ガードが最近扱ったケースでは、倉内にタービン翼が2～3倍の高さに積み重ねた
状態で積み付けられていました。陸揚げ港で倉内の積荷が崩れて、貨物とバルク

ヘッドに深刻な損傷が生じた結果、中継港へ寄港して、貨物を再度ラッシングし

たり、固縛しなければならなくなりました。19か所に溶接された固定具のうち、
元の位置に残っていたのは1か所だけという状態でした。サーベイヤーの見解は、
固定具の溶接が不十分であったことが積荷崩落の原因であるというものでした。

ガードのこれまでの経験では、用船主や荷主が雇用した乗組員やサードパーティ

が行った溶接作業が不十分であったことが、風力タービンに損傷を与える主要原

因の1つとなっています。 
 
2. 積み込み/荷卸し時の損傷の取扱い 
タービン翼の分類方法やサイズは製造者ごとに異なります。タービン翼の梱包方

法は、翼の形状ごとに違いがあります。鉄骨フレーム内に完全に収納する形で梱

包する場合（写真1）や、タービン翼の両末端と重心の反対側だけを枠組で保護し
て輸送する場合（写真2）などがあります。 

しかしながら、船積み用の貨物は未梱包の状態で甲板あるいは倉内に積み付けら

れることがよくあります。タービン翼はポリエステル製であるため、ある程度ま

では費用面から修理対応が可能であるものの、輸送中に損傷を受けやすいもので

す。 

ガードの経験では、積み込みや荷卸し作業時の強風が、損傷の発生の一要因にな

っています。他の要因として、持ち上げ位置や重心位置を誤って設定しているこ

とが挙げられます。作業中にタービン翼が曲がったり、他の物にぶつけないよう

に、持ち上げ位置に注意を払い、リフトの重心位置を確認する必要があります。 
 

3. 不適切な積み付け方法や不十分な固縛 

ISOに準拠した40本の鉄骨フレームで梱包し、甲板と倉内に高さ3メートル、幅5
メートルに積み付けられたタービン翼の積荷が、崩落したケースが過去に1件あ
りました。 
 
通常、タービン翼は甲板に縦向きに積み付けられます。比較的軽量な貨物である

ものの、高さがあるため風の影響を受けやすくなっています。積荷は高さがある

ほど強い風圧を受けるため、ラッシングするサイズを計算する際にはこの点を考

慮に入れる必要があります。 
 
 

 
1
船上で実施する高温作業については、損害防止に関する回報 No.06-10「積荷固
定時の高温作業の危険性」をご参照ください。 
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損傷損傷損傷損傷のののの防止防止防止防止 
タービン翼の船上の積み付け位置は、船倉の大きさと輸送するタービン翼の全長

によって大きく異なります。積荷の高さも、設計されたフレームやケースの強度、

あるいは梱包方法によって異なります。したがって、船の出港前に貨物を適切に

積み込み、積み付けを行い、固縛しておくことが極めて重要です。ブッキングノ

ートには、タービン翼の重量、梱包方法、単位重量、容積、最大積載可能高さを

記入する必要があります。 
 
各値は、積み込み開始前に、船の特徴（全長、速度、GM、船上の積み付け位置
など）、貨物（容積および重量）、ラッシングに使用する器具（コンテナ用ラッ

シング器具、チェーン、ワイヤ、ベルトなど）に基づいて導き出す必要がありま

す。積み込み/荷卸し作業時に強風が吹くと、タービン翼の持ち上げが難くなるた
め、ユニットは細心の注意を払って扱う必要があります。 
 
ここでは、船積み時の安定性の計算に関する諸問題について言及するつもりはあ

りません。しかし、公海での荒天時は、初期復元力が大きすぎると、急激な動き

による激しい横滑りや横移動が生じて、ラッシングに大きなストレスがかかる要

因になります。船長は、船舶の復元力について記述されたマニュアルから取得し

た復元力に関する情報を考慮しなければなりません。 
 
勧告勧告勧告勧告 
組合員は、積み込み、積み付け、貨物の固縛、荷卸し作業に関して、注意深く契約

上の責任を明確にしておくべきです。組合員がいずれかの作業に責任を負う場合

には、作業が適切に実施されるように、適格なサーベイヤーを起用する必要があ

るかもしれません。貨物を甲板積みする場合は、貨物輸送に関する契約条件に重

大な影響を及ぼすため、その旨を契約書に記載しておくことが重要です。また、

固定具の溶接作業が適切に実施されたか、特に注意して確認する必要があります。

船舶の貨物固縛マニュアルについては、旗国の関係当局、または旗国の当局が承

認権限を船級協会に移譲している場合は船級協会から、承認を受けなければなり

ません。風車の羽根については、「貨物の積み付けと固縛に関する安全実施基準

（2003年版）」の非標準化貨物の積み付けと固縛を扱った5.3項の貨物リストには
取り上げられていないため、積み付けと固縛の一般的性質を記載した付属文書を

作成し、旗国の当局または船級協会から承認を受けておくべきです。したがって、

貨物の積み付け、ラッシング、固縛が該当する付属文書に準拠していることを常

に確認することが重要です。 
 
ラッシングプログラムに関連するソフトウェア製品については、該当する船級

協会に相談してください。 
 
タービン翼ユニットの組み立ての方法を問わず、積み付け、ラッシング、固縛につ

いては、「貨物の積み込みと固縛に関する安全実施基準（2003年版）」に準拠す
べきです。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
本情報は一般的な情報提供のみを目的としています。発行時において提供す

る情報の正確性および品質の確保には細心の注意を払っていますが、ガード

は本情報に依拠することによって生じるいかなる種類の損失または損害に

対して一切の責任を負いません。www.gard.no 
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